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A 警告 I まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事 
故になることびありを険です。事故を防ぐため 
になのことを必ずお守りください。 



ま全のためのを意事頃を守る 


4〜6ページのま意事項をよ<お読み<ださ 
い。製品全般のま意事項び記載されています。 

7ページの「使用上のご注意」ちあわせてお読 
み < ださい。 


定期のに点検ずる 


設置時や1年に1度は、電源コードに傷みびな 
いか、コンセントと電源プラグの間にほこ0び 
たまっていないか、プラグびしっかり差し込ま 
れているか、などを点検してください。 


巧障した5ほわない 


動作びおかしくなったり、キャビネットや電源 
コードなどび破損しているのに気づいたら、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に 
修理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起をた6 


おな音 • においが 
した6、 

煙が出た5 



〇電源を切る 
〇 電源プラグをコン 
セントか6巧く 
〇お買い上げ店また 

I 十、/ —— サー ドマ 

窓□に修理を依頼 
する 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、 
次のよラな表示をしていま 
す。表示の内容をよく理解 
してから本文をお読みくだ 
さい。 

|/?\危険 I 

この表をのま意事項を守ら 
ないと、火災•感電-破裂 
などによ0死 t や大けびな 
どの人身事故び生じます。 

この表示のを意事項を守5 
ないと、乂災-感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因とな0ます。 

IA ミ主意 I 

この表示のま意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によ0けびをした0周辺 
の家財に損害をちえた0す 
ることびあ0ます。 

注意を促ず記号 ~ 

/k\ 

乂災 感電指のケガに 

ミち意 

行為を禁止ずる記号 ■ 

0 ® 

禁止 分辭禁止 

接独禁止 めれ手禁止 

巧說捂 W 奈 記号 

〇 處 

指示 つラグをコン 

セントから巧く 
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A 警旬底 A 

- ■ 火災 感電 


下記のを意事項を守らないと义災 • 
感電により死 t ： や大けび①原因とな 
りまず。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火がや感電の原因となりま 
す。 

•設置時に、製品と壁や棚との間にはさみ込んだ0し 
ない。 

•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いちのを載せたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱し 
ない。 

• 移動させるとさは、電源プラ 
グを损く。 

. 電源コードを抜<とさは、必 
ずプラグを持って损く。 

■►万一、電源コードが傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼ください。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場 
所や、直射日光の当たる場所には置 
かない 

上記のよラな場所に置くと、 

火災や感電の原因となること 
びありまず。特に風呂場など 
では絶巧に使用しないでくだ禁止 
さし、。 




内部に水や異物び入5ないようにず 
る 


水や異物び入ると火災や感電の原因となります。本機 
を水滴のかかる場所に置かないで < ださい。また、本 
機の上に巧瓶などの水の入ったちのを置かないでくだ 
さい。 

-►万一、水や異物び入ったとを 
は、すぐに本機の電源スイッ 
チを切り、電源プラグをコン 
セントから抜を、お買い上げ 
店またはソニーサービス窓 □ 

にご相談ください。 



禁止 


キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 

火災や感電、けびの原因とな 
ることびあじます。 

-► 内部の点検や修理はお買 
い上げ店またはソニー 
サービス窓□にご依頼< 

ださい。 



雷び鳴りだした5、本機や電源プラ 
グに軸れない 


感電の原因となります。 



本機を日本国外で使わない 


交流 100 V の電源でお 
使い < ださい。海がな 
ど、異なる電源電圧の 
地域で使用ずると、火 
災や感電の原因とな0 
ます。 
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A 注意 


下記のま意事項を守 5 ないと I すが i を 
したり周辺の家財に損害を与えたり 
ずることがありまず。 


上に乗ったり、座ったりしない 


落ちてけがの原因となるこ 
とびありまず。また、本機 
を傷める原因となりまず。 



電源プラグは抜さ差ししやずいコン 
セントに接続ずる 


異常び起さた場合にプラグをコンセントか 
ら扳いて、完全に電源び切れるよラに、電 
源プラグは容易に手の届くコンセントにつ 
ないでください。通常、本機の電源スイッ 
チを切っただけでは、完全に電源から切り 
離せません。 


〇 


めれた手で電源プラグにさわ5ない 


感電の原因となることびあ 
ります。 



風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだりしない 


巧をかけたり、毛足の長いじゅ 
ラたんやな団の上または壁や家 
具に密接して置いて、通風孔を 
ふさぐなど、自然放熱の妨げに 
なるよラなことはしないで < だ 
さい。過熱して火災や感電の原因となることびありま 
す。 


0 

禁止 


大音量で長時間つづけて聞かない 

ちを刺激ずるよラな大さな音量で長時間つづけて聞< 
と、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

—► 呼びかけられたら気びつくくらいの音量 
で聞をましよラ。 

禁止 


0 


安定した場所に置< 

ぐらついた台の上や傾いた所 
などに置<と、製品が落ちて 
けがの原因となることびあり 
ます。また、置を場所、取り 
付け攝所の強度ち充分に確認 
して < ださい。 



コード類は正しく配置ずる 

電源コードや AV ケーブルは足にひっかけると機器の 
落下や輯倒などにより、けびの原因となることびあり 
ます。充分に注意して接続、配置してください。 



移動させるとき、長期間使わないと 
きは、電源プラグを抜く 

長期間使用しないとをは安全のため電源プラグをコン 
セントから振いて<ださい。絶縁劣化、漏電などによ 
り乂がの原因となることびありまず。 

つラグをコン 
セントから巧く 


お手入れの際、電源プラグを抜く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電 
の原因となることびお0ます。 

セントからほく \ 1^1 
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電池にごいてのまを上の 
ごま意 


液漏れ-破裂-発熱による大け 

が i や失明を避けるため、下記のを意 
事項を必ずお守りください。 


A 危険 


A 警告 


電池の巧び漏れたとまは 


素手で液をさわ5ない 

電池の液び目に入った ^ 

り、身体や衣服につく 
と、失明やけび、皮膚 
の炎症の原因となるこ 
とびあります。液の化 
学変化により、時間び 
たつてから症状び現れることちあります。 


必ず;欠の処理をずる 

—►液び目に入ったとさ 
は、目をこすらず、ず 
ぐに水道水などのされ 
いな水で充分洗い、た 
だちに医師の治療を受 
けて < ださい。 

—► 液び身体や衣服についたとさは、ずぐにをれいな 
水で充分洗い流して<ださい。皮膚の炎症やけび 
の症状びあるとをは、医師に相談してください。 




電池は乳幼児の手の届かない所に置< 

-►電池は飲み込むと、窒息や 
胃などへの障害の原因とな 
ることびあ0ます。 

■►万一、飲み込んだとをは、 

ただちに医師に相談して< 

ださい。 


電池を义の中に入れない、加熱•分 
解-改造-巧電しない、水でめ5さ 
ない 

破裂したり、液び漏れた 
D して、けびややけどの 
原因となることびありま 
す。 




指定 L ソがの電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の違 
ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いによ 
り、破裂したり、液び 
漏れたりして、けびや 
やけどの原因となるこ 
とびあります。 



+と一の向きを正しく入れる 


+と一を逆に入れると、 
ショートして電池び発熱 
や破裂をした0、液び漏 
れた〇して、けびややけ 
どの原因となることびあ 
りまず。 



吟機器の表示に合わせて、正しく入れてください。 


使い切ったときや、長時間使用しな 
いとさは、電池を取り出ず 

電池を入れたままにしておくと、過放電により液び漏 
れ、けびややけどの原因となることびあります。 
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ほ用上のごミ主意 

設置場巧について 

なのよラな場所には置かないで<ださい。 

• ぐらついた台の上や不安定な所。 

• 毛足の長いじゅラたんや布団の上。 

• 湿気の多い所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

. 特殊な塗装、ワックス、油脂、溶剤などび塗られ 
ているホに本機を置くと、床に変色、染みなどび 
残る場合びあります。 

• 直射曰光び当たる所、温度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近い所。 
(チューナーやテレビ、ビデオデッキといっしよ 
に使用ずるとを、近<に置くと、雑音び入った 
り、映像び乱れたりすることびありまず。特に室 
巧アンテナのとをに起こりやすいので屋外アンテ 
ナの使用をおすすめしまず。） 

• 電子レンジや大をなスピーカーなど、強力な磁気 
を発するをのの近く。 

設置時のごま意 

本機は、 A イパワーアンプを搭載していまず。その 
ため、本機底面や背面の通風孔をふさぐと、内部の 
温度び上昇し、故障の原因となることびあります。 
本機の通風孔を絶巧にふさびないでください。 

音量を調整するときは 

ディスクはレコードと比べ、が常に雑音びみなく 
なっています。レコードをかけるとをのよラに音声 
の入っていない部分の雑音を聞をなびら音量を調整 
すると、思わ城大さな音び出て、スピーカーを破損 
するおそれびお D ます。 

演囊を始める前には、音量を必ずルさくしておさま 
しよラ。 

ステレオを聞<とさのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになる 
とさは、隣近所に迷惑びかからな 
いよラな音量でお聞をください。 

特に、夜はルさめな音でち周囲に 
はよく通るちのでず。 

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使 
用になるなどお互いにむを配り、快い生活環境を守 
りましよラ。このマークは音のエチケットのシンボ 
ルマークです。 


本機のお手入れのしかた 

キャビネットの巧れは、柔らかい巧で拭いて<ださ 
い。シンナーやベンジン、アルコールなどは表面を 
傷めまずので使わないでください。 

テレビ画面に色む6が起きた6 

本機のスピーカーによりテレビ画面に色むらび起を 
た場合は、テレビの電源を切り、1日〜3日分後に再 
びスイッチを入れて<ださい。それでち色むらび残 
ると定は、スピーカーをさらにテレビから離してく 
ださい。 

本機はドルビーデジタルデコーダーおよびドル 
ビープ□□ジック（ II )アダプティブマト IJ ックス 
サラウンドデ〕ーダー、 MPEG -2 AAC ( l _ C ) デ 
コーダー、 DTS * 2 デコーダーを搭載しています。 

*■> ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを 
製造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro 
Logic 、" AAC " nJ 及びダプル D 記号はドル 
ビーラボラト I 」ーズの商標でず。 

政下び米国 AAC >» (テントナンノ（一です。 

Pat . 5,848,391;己，291,日己7; 5,451,954; 

日， 400,433; 己， 222,189; 己， 3 日 7, 己 94; 
5,752,225： 日， 394,473; 日，己 83,962; 
5,274,740： 己， 633,981; 己， 297,236; 

4,914,701;己，235,671; 07/64日，5己0: 

5,579,430; 08/目78,666; 98/03037; 97/ 
02875; 97/02874; 98/03036; 5,227,788; 
5,285,498： 5,481,614; 5,592,584; 

5,781,888： 08/039,478; 日が 211 ，己 47; 

日，703,999; 08/557,046; 08/894,844 

が米国パテントナンバ ー : 5,451,942; 

日，9己6,674;己，974,38日； 5,978,762; 
6,487,535の実施権、及び米国、世巧各国で取 
得済み、または出願中のその他の特許に基づを 
製造されていまず。 DTS および DTS Digital 
Surround は DTS ， Inc . の登録商標です 。 DTSn 
3及び記号は DTS , Inc . の商標です。© 1996- 
2007 DTS , Inc . 無断複写-転載を禁じます。 



次のページへつづ< 







本機は、 High-Definition Multimedia Interface 
CHDMI™) 技術を搭載していまず。 

HDMI 、 HDMI □ユ及び High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC 
の商標または、登録商標でず。 

"ブラビアリンク"および " BRAVIALink " nd ' 

は、ソニー 株式会社の登録商標です。 
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接続とを摘 


付属品をおかめる 

本機には下の付属品が同巧されています。 

光デジタルコード （2.5 m )(1) 

リモコン （ RM - AAU 040)(1) 

単3乾電池に） 

取扱説明書（本書） （1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


モコンに電池を入れる 


付属の U モコンを使って、本機を操作するこ 
とびでさます。+と一の向さををわせて、単 
3乾電池（付属）2個を入れてください。 



ごま意 

• 高温、多湿の場所を避けて保管して<ださい。 

• 新しい乾電池と使った乾電池を混ぜて使わないで 
<ださい。 

• 乾電池を交換ずるとをは、異物び入らないよラに 
ご注意ください。 

• U モコンを使ラとをは、 U モコン受光部に直射曰 
光や照明器具などの強い光が当たらないよラにご 
注意ください。 U モコンで操作でをないことびあ 
0ます。 

• 長い間 U モコンを使わないとさは、液漏れや破裂 
を避けるために乾電池を取0出して<ださい。 










本機を設置する 

下図のよラにアクティブサブウーファーとヴ 
テライトスピーカーを設置して<ださい。 
アクティブサブウーファーは、ち側に30 cm 
スペースを空けて設置して < ださい。 



サテライト スピーカー アクティブ 

サブウーファー 


ごミち意 

• アクティブヴプウーファーの底面や背面にをのを 
置いて、通風孔をふさびないで < ださい。 


ヴテライトスピーカーをテレビスタンドに 
取り付けるには 

サテライトスピーカーは、下のテレビスタ 
ンド相 U 売）に取り付けることびできます。 

• SU - FL 350 M 

• SU - FL 350 L 

スピーカーフック（テレビスタンドに付属） 
を使って、サテライトスピーカーをテレビス 
タンドに取0付けてください。その隙は、テ 
レビスタンドの取扱説明書に記載されてい 
る、センタースピーカー ( DAV - DZ 220) の 
取り付けちと同じ手順で取り付けてくださ 
い。詳しくは、テレビスタンドの取扱説明書 
をご覧 < ださい。 


ヴテライトスピーカーを壁に取り付けるに 
は 

下記の手順でヴテライトスピーカーを壁に取 
り付けることができます。 

1 サテライトスピーカー背面の巧にをラ市 
販のネジを用意する。 



25 mm し U 上 


い り mm 

ぶ 

-* 1 —— k - 10 mm 

し 一< 

ヴテライトスピーカー背面の巧 
2 壁にネジをとめる。 

ネジび壁から目 mm から7 mm 突を出すよラに 
とめて < ださい。 



3 サテライトスピーカー背面の巧をネジに 
かける。 

ヴテライトスピーカー背面の巧とネジの位置を 
ちわせてから、2箇所同時に取り付けてくださ 
し、。 
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ごを意 

• 壁の材質や強度に合わせたネジを使ってくださ 
し、壁のな質によっては破損する恐れがありま 
す。ネジは柱部分にしっかりと固定してくださ 
し、。ヴテライトスピーカーは補強された壁に水平 
に取り付けてください。 

• 販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮し 
て確実な取0付けを行ってください。 

• 取0付けの不備、取0付け強度不足、誤使用、天 
災などによる事故、損傷につをましては、当社は 
一切責任を負いません。 

アクティブサブウーファーとサテ 
ライト スピーカーを つなぐ 

下図のよラにアクティブサブウーファーとヴ 
テライトスピーカーをつないで<ださい。 


アクティプヴプウーファー背面 



スピーカーコードを アクティブサブ 
ウーファーにつなぐ。 

スピーカーコー ドのコネクターを差し込んで 
から、2つのネジを締めて固定します。 



ごミち意 

• アクティプサブウーファーのスピーカー端子に 
は、本機のサテライトスピーカーがは絶対に接 
続しないで<ださい。また、サテライトスピー 
カーを、本機のアクティブサブウーファー^^(外の 
機器に接続しないでください。 

本機切外の組み合わせでの接続は、故障や不具合 
の原因となります。 
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HDMI 端子びある機器をつなぐ 


HDMI ケーブルを使って、他の機器とつなぐ 
ことをおすすめします。 

HDMI を使えば、簡単に高音質、高画質を楽 
しむことびでをます。 

テレビの音声を本機で聞<ためには、テレビ 
の音声出力と本機の音声入力を、光デジタル 
コードまたはアナ□グ音声コードでつなぐ必 


要がありまず。 

HDM 胺続をしたときに便利な HDMI 機器制 
御については、 r ブラビアリンク"機能 J 
に 4 ぺージ）をご覧ください。 

すべての機器をつないでか5、電源コードを 
つないで < ださい。 


テレビ、フ□ジェクターなど 



〇 HDMI ヶープル側売） 

包光デジタルコード（付属） 
e アナ□グ音声コード（別売) 


ピ^ :信号の流れ 
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ごを意 

• HDMI に対応していない機器をお使いの場合は、 
14ページをご覧ください。 

• 他の機器を HDMI 端デ、同軸入力端テ、光入力端 
子に同時につないだ場合、 HDMI 端子からの信号 
び優先されます。 

• 本機とテレビを光入力端子とアナ□グ（音声）入 
力端テに同時につないだ場合は、光入力端子から 
の音声信号び優先されます。 

HDMI 端子の接続について 

• 高画質をお楽しみいただ < ためには、 

HDMI □づびついたコードが必要です。 
ソニー 製の HDMI ケーブルを推契します。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びを 
れいに映らなかったり、音が出ないとさ 
は、つないだ機器側の設定をご確認くださ 
い。 

• HDMI 端テからの音声信号（サンプリング 
周波数、ビット長など）は、つないだ機器 
によ0制限されることがあります。 

• つないだ機器からの音声出力信号のチヤン 
ネル数やヴンプ U ング周波数が切り換えら 
れた場合、音靑が途切れることびありま 
す。 

• つないだ機器が著作権保護技術 （HDCP) 
に対応していないために、本機の HDMI 
TV 出力端子の映像や音声び乱れた0再生 
でをない場合があ0ます。このよラな場合 
は、つないだ機器の仕様をご確認くださ 
い。 

• HDMI-DVI 変換ケーブルの使用はおすす 
めしません。 

• 本機での入力の選択にかかわらず、 HDMI 
TV 出力端子からは前回選択された HDMI 
入力 （BD、DVD または SAT) の映像が出 
力されます。 
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H DM I 端子びない機器をつなぐ 


DVD レコーダー、衛星放送チューナー、"プ 
レイステーション 2" など、 HDMI 端子のな 
い機器をつなぐ場合、光入力端テまたは同軸 
入力端子で本機とつないでください。 
衛星放送チューナーなどに光出力端子びない 
場合は、同軸入力端子を使って本機とつない 


でください。すべてのコードをつなぐ必要は 
ありません。お使いの機器にをったコードを 
つないで < ださい。 

すべての機器をつないでか5、電源コードを 
つないで < ださい。 

* "プレイステーション 2" は株式含社ソニー.コ 
ンピュータエンタテイン六ントの商標です。 



0アナ□グ音声コード（別売) 
0同軸デジタルコード（別売) 
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ごを意 

• 本機とテレビを光入力端テとアナ□グ（音声）入 
力端子に同時につないだ場合は、光入力端子から 
の音声信号び優先されます。 

HDMI 機器制御機能をオン（入）にした状 
態で、 HDMI 端テびない接続機器の音声を 
聞< には 

テレビ政外で、同軸入力端子や光入力端子を 
使ってつないでいる機器びある場合、本機の 
アンプメニューで、その機器の HDMI 機器制 
御磯能をオフ（切）にしてください。詳しく 
は、 「 HDMI 端テのない機器の HDMI 機器制 
御機能をオフ（切）にする」 （26 ページ）を 
ご覧ください。 


つないだ機器の音声 
出力を設定する 

つないだ機器の音声出力設定によっては、2 
チヤンネルの音声フォーマットとしてのみ、 
音声が出力されることがあ0ます。この場 
合、マルチチヤンネルの音靑フォーマット 
( PCM 、 DTS、Dolby Digital ) で音声を出 
力するよラに、つないだ機器を設定して<だ 
さい。音声出力の設定について詳しくは、つ 
ないだ機器の取扱説明書をご覧ください。 
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デジタルメディアポートアダプターをつなぐ 

デジタルメディアポート端子 （ DMPORT 端 すべての機器をつないでから、電源コードを 

子）につないだ機器の音声を本機で楽しむこ つないでください。 

とびでをます。 



ご ミ ま 意 

• 本機の電源び入っているときは、デジタル六ディ 
アポートアダプターを振を差ししないでくださ 
い。 

• デジタル方ディアポートアダプターを差し込むと 
をは、コネクターとデジタルメディアポート端モ 
( DMPORT 端子）の矢印び向かい合っているこ 
とを確認してください。デジタルメディアポート 
アダプターを取りはずすときは、〇を巧しなびら 
コネクターを抜いてください。 
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再を 


各部の名前と働を 

詳しい説明は （） 内のページをご覧ください。 


本煤天面（アクティブヴプウーファー) 



V 




田1/む（電源）ボタン 

本磯の電源を入/切します。 

回 INPUT SELECTOR (入力切換）ボタ 
ン 

再生する入カソースを選びます。 

回 VOLUME (音量） +/ — ボタン 

本機の音量を調節します。 


次のページへつづ< 
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本機の表示窓（アクティブサブウーファー) 


[ 

] G 

p [c 

a s 

0 [1 

p 

POWER/ 

ACTIVE STANDBY 

施 AACIISLE 

□□D □□PLEF 

凹 

ICOAX OPTI 

〇 

PCMI 

fHMTl — 


田 POWER/ACTIVE STANDBY ランプ 

政下のよラに点口します。 

緑：電源び入っているとを。 

オレンジ：電源び切れており、 HDMI 機 
器制御機能がオン（入）のとさ。 

消な：電源が切れてお0、 HDMI 機器制 
御磯能がオフ（切）のとを。 

回入力した音声信号にあわせて点阿しま 
ず。 


回 SLEEP (40) 

スリープタイマーを設定したとさに点滅 
します。 

团 HDMI (12、 42) 

HDMI 対応機器を使っているときに点口 
します。 

固 COAX/OPT 

COAX (同軸入力 )、 OPT (光入力）の 
ラち、現在使われている音声入力び点灯 
します。 
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リモコン 


付属の u モコンを使って、本機を操作するこ 
とびでをます。つないだ機器の操作について 
は、31ぺージをご覧ください。 

ごを意 

• リモコンは、サテライト スピーカーの U モコン受 
光部（间）に向けて操作してください。 



* 数字ボタンの5、およびに>ポタン、音量+ボタ 
ンには、凸点（突起）び付いていまず。操作の目 
印として、お使いください。 


田]電源ボタン 

本機の電源を入/切します。 

图入カボタン 

再生したい機器をつないだ入力を選ぶ 
と、本機の入力び切り誓わり、本機のリ 
モコンでつないだ機器び操作でさるよラ 

になります（ソニー製の機器のみ)。つ _ 

ないだ機器に合わせて設定を変更するに 
は、「 U モコンの入カボタンに登録され 31 

た機器を変更する」 （33 ページ）をご覧 \ff 

ください。 

图サウンドフイールドボタン 

お好みのサウンドフイールドを選びます 
に3ページ)。 

团レベルモードボタン 

センタースピーカーと サブ ウーファーの 
レベルを調節します（3日ページ)。 

固アンプメニューボタン 

本機のメニューを表示します （36 ペー 
ジ)。 


固消音ボタン 

消音します。 

囚音量 +/- 

音量を調節します。 

间 、个、今、 ( J ) 

卜个、*、 •》 を巧して設定を還び、©で 
決定します。 
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テレビの音声を聞く 4音量 +/- ボタンで音量を調節 

ずる。 



電源 


iE..m 
曰ま 

+ /- 


ちょっと一•言 

• ソニー製のテレビをお使いの場合 、 TV (白）ボ 
タンを巧ずと、本機の入力びテレビに切り曽わ 
り、テレビの入力び、テレビ番組に自動的に切り 
替わりまず。設定を変更ずるには、「リモコンの 
入カボタンに登録された機器を変更ずる」 （33 
ページ）をご覧ください。 

• テレビのスピーカーからを音び出ていることびあ 
ります。その場合は、テレビの音量を最ルにして 
ください。 


1 テレビの電源を入れて、番組を 
選ぶ。 

詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

2 本機の電源を入れる。 

3 リモコンの TV (白）ボタンを 
押ず。 
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つないだ機器の音声 
を聞< 



.電源 

-入カボタン 


•サウンド 

フィールド 


. 曰ま 
+ /- 


3 U モコンの SAT ボタンを巧ず。 
4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧 
ください。 


5 音量+/—ボタンで音量を調節 

す々。 M 


ちょっと 一言 

• テレビのスピーカーからち音び出ていることびあ 
ります。その場合は、テレビの音量を最小にして 
<ださい。 


ブルーレイディスク / DVD レ 
コーダーまたは"プレイステー 
シヨン 3" でディスクを再生ずる 


1 テレビの電源を入れる。 

詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧 
ください。 

2 ブルーレイディスク /DVD レ 
コーダー または"プレイス テー 
シヨン 3" と本機の電源を入れ 
る。 

3 リモコンの BD または DVD ボタ 
ンを押ず。 


衛星放をチューナーの音青を楽し 
む 


1 テレビの電源を入れる。 

詳しくは、テレビの取扱説明書をご覽 
ください。 


4 テレビの入力を切り換える。 

詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧 
ください。 

5 ディスクを再生ずる。 


次のページへつづ< 


衛星放送チューナーと本機の電 
源を入れる。 


21 



























ちょっと一•言 

• Dolby True HD、Dolby Digital Plus 、 DTS - 
HD に対応した接続機器で、これらの音源を再生 
した場を、本機ではドルビーデジタルまたは 
DTS として処理されまず。これらの高品質サウ 
ンドフオーマットを再生するとをは、可能であれ 
ば、接続機器の出力をマルチチヤンネル PCM に 
設定してください。 


デジタルメディアポート端モ 
( DMPORT 端テ）につないだ機 
器を再生ずる 

1 リモコンの DMPORT ボタンを 
押ず。 

2 つないだ機器を再生ずる。 


ちょっと一言 

• サウンドフィールドで 「 P . AUDIO 」 を選ぶと、 
ATRAC や MP 3、 AAC など、圧縮された音声を、 
より良い音で再生することびでをます。 

サウンドフィールドボタンを繰り返し押して、 

「 P . AUDIO 」 を表示窓に表示させて<ださい。 
その他のサウンドフィールドについては、「サラ 
ウンド効果を楽しむ」 （23 ページ）をご覧くださ 
い。 
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サラウンド効果を楽 
しむ 


本機ではマルチチヤンネルサラウンド効果を 
楽しむことびでをます。お好みのサウンド 
フイールドを選んでください。 


•サウンド 

フィールド 


サウンドフィールドボタンを巧ず。 

本機の表示窓に現在のヴウンドフィールドび 
表示されます。 

サウンドフィールドボタンを押すたびに、ヴ 
ウンドフイールドの表示は次のよラに切り替 
わります。 


STANDARD 一 MOVIE 一 MUS に一 
SPORTS 一 GAME 一 P . AUDI か 
サウンドフィールドボタンを繰り返し押し 
て、お好みのサウンドフィールドを表示させ 
ます。 



サウンドフイ- 

—ルドの種類 

サウンドフイ 

ールド効果 

STANDARD 

標準の音声び楽しめま 
す。 

MOVIE 

セ U フび間さ取りやす 
く、迫力のある音と臨 
場感び楽しめます。 

MUSIC 

最適なサラウンド効果 
で音楽び楽しめます。 

SPORTS 

解説び聞さ取りやす 
く、歓声などびヴラウ 
ンドで聞こえ、臨場感 
び楽しめます。 

GAME 

ゲームに最適な迫力あ 
るサウンドと臨場感び 
楽しめます。 

P . AUDIO * 

携帯用 S ユージ ックプ 
レーヤーで再生される 
MP 3 音声トラックや、 
その他の圧縮された音 
声を改善します。 


*「 P . AUDIO 」 は、入力び DMPORT のとをのみ 
表示されまず。 


ちょっと一言 

• 停電になったり電源コードを损いてを、サウンド 
フィールドなど、本機に記憶された情報は保持さ 
れます。 

• マルチチヤンネルの音声はどのサウンドフィール 
ドでちサラウンド処理されます。また、 

「 MOVIE 」 および 「 SPORTS 」 ではすベての音 
声でサラウンド処理されまず。 


サウンドフイールドを選ぶ 


サラウンド効果 


I 沒姐 


I る |©|0 き徵芭智巧 I ® © 
繫谭 P ， p 气 sqc ®# 田 

誦〇る S 8 0 8端 

るる認0置 Im 
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ブラビアリンク"機能 


"ブラビア U ンク"と 
は？ 

HDMI 機器制御機能（"プラビア U ンク"）に 
対応している ソこ一 製品を HDMI ケーブル 
祐 IJ 売）でつなぐと、下記のよラに操作を簡 
単に行ラことびできます。 

• ワンタッチプレイ：ブルーレイディスクレ 
コーダーなどの機器を再生すると、本機と 
テレビの電源び自動的に入0、 HDMI 入力 
に切り誓わります。 

• システムオーディオコント□ール：テレビ 
の視聴中、音靑の出力をテレビの スピー 
カーで 行ラか、本機の スピーカーで 行ラか 
を 選ぶ ことがでさます。 

• 電源オフ連動：テレビの電源を切ると、本 
機とつないだ機器の電源わ同時に切ること 
びでをます。 

• オートジャンルセレクター：デジタル放送 
の番組情報 （ EPG 情報）を取得して、番 
組のジャンルに応じたサウンドフィールド 
に自動的に切0誓わります。 

"ブラビア U ンク"は、 HDMI 機器制御を搭 
載したソこ一のテレビやブルーレイディスク 
レコーダー、 AV アンプなどに対応していま 
す。 


次の場合、 HDMI 機器制御機能は働をませ 
/〇。 

• HDMI 機器制御機能（"プラビアリンク"） 
に対応していない機器をつないだとを 
• 本機と各機器を HDMI ケーブル外でつな 
いだとさ 

• ソニー 製品がの HDMI 機器制御対応機器 
に接続したとさ 

本機には、"ブラビアリンク’に対応した機 
器をつなぐことをおすすめします。 

ごを意 

• つないだ機器の設定によっては、 HDMI 機器制御 
機能び働かないことがあります。お使いの機器の 
取扱説明書をご覧ください。 


HDMI 機器制御は 、 CEC (Consumer 
曰 ectronics Control ) で使用されている、 
HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) のための相互制御機能の規格で 
す。 
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"ブラビア u ンク"を 
ほ3準備をする 

"ブラビア U ンク"を使ラには、本機とつな 
いだ機器の HDMI 機器制御機能をオン（入） 
に設定してください。 HDMI 機器制御機能に 
対応しているソニー製テレビをお使いの場 
合、テレビの HDMI 機器制御機能の設定を行 
ラと、本機やつないだ機器の HDMI 機器制御 
機能わ連動して設定されます。 



電源 

入カポタン 


アンプ 
メニュ - 


本機とテレビ、再生機器び 
HDMI ケーブル（別売）でつな 
びれていることを確認ずる。 

ごま意 

• テレビや再生機器は HDMI 機器制御機能 
("プラビアリンク’）に対応している必要 
びあ0ます。 

本機とテレビ、再生機器の電源 
を入れる。 


4 


再生機器の映像びテレビに映る 
ように、テレビの HDMI 入力と 
本機の入力 （ BD 、 DVD または 
SAT ) を切り換える。 

テレビの HDMI 機器制御機能を 
オン（入）に設定ずる。 

本機と再生機器の HDMI 機器制御機能 
び同時にオン（入）に設定されます。 
設定中は、表示窓に 「 SCANNING 」 

び表示され、設定び完了すると 
rcOMPLETE 」 び表示されます。 


「SCANNING」、「COMPLETE」 が表示 
されないとさは 

本機と再生機器の HDMI 機器制御を個別に才 
ン（入）に設定してください。 

1 アンプメこューボタンを押す。 

2 个/心を繰り返し押して、 rSETHDMU を 
選び、©またはを押す。 

3 个を繰り返しホ甲して、 「 CTRL : HDMI 」 
を選び、©または4を押す。 

4 个を巧して、 「 ON 」 を選ぶ。 

5 アンプメこューボタンを押す。 

アンプ方ニューを終了します。 HDMI 機器制御 
機能がオン（入）になりまず。 

6 再生機器の HDMI 機器制御をオン（入） 
にする。 

再生機器の設定について詳しくは、お使いの機 
器の取扱説明書をご覧<ださい。 

7 HDMI 機器制御機能を使いたい再生機器 
の入力（目〇、 DVD または SAT ) を本機 
で選び、手順6を繰0返す。 

本機に再生機器を追加した0、つなぎ直す 
とさは 

「"ブラビア U ンク"を使ラ準備をする」や 
「「 SCANNING 」、「 COMPLETE 」 が表示さ 
れないとさは」の手順をわラー度行って<だ 
さい。 


次の ぺージ へつつ< 
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H 获强 


















ごを意 

• 本機の HDMI 機器制御機能の設定中は、システム 
オーディオコント□ール機能は働走ません。 

• テレビの 「 HDMI 磯器制御」によって、再生機器 
の HDMI 機器制御を同時に設定でをない場合は、 
再生機器の方ニューから HDMI 機器制御機能を設 
定してください。 

• テレビや再生機器の設定について詳しくは、お使 
いの機器の取扱説明書をご覧 < ださい。 

ちょっと一言 

• 本機の HDMI 機器制御機能は、お買い上げ時は才 
フ（切）に設定されています。 


HDMI 端子のない機器の HDMI 機 
器制御機能をオフ（切）にずる_ 

HDMI 機器制御機能をオン（入）にした状態 
で、 HDMI 端テのない機器の音声を聞くに 
は、本機のアンプメニューで、音声を聞をた 
い機器の HDMI 機器制御機能をオフ（切）に 
設定してください。 


© 


シアタ-入が说 AV 巧 «« 

〇 〇 OtO 

SYSTEM ST 抽扣 Y 
TV BD DVD SAT 

© © © © 

DMPORT 

© 
- HDD DEC 

痛む-扁 9 9 


0 の。 


レべ化ード 

)CD 


0哪°の°恥 

/〇 /クリア お 


ツブイ ニユー 

@- 



。公 

ホーム 

チヤンネ/ト チでンネル+ 

し W i -*-) い一) 知 j 

© CE) © 
5 © © 


アンプ 
メニユ- 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰り返し押して 、 「SET 
HDMI 」 を選び、©または4を 
押ず。 

3 个を繰り返し押して 、 HDMI 
機器制御機能をオフ（切）にし 
たし、機器 (DVD CTRL、SAT 
CTRL または DMPORT . 
CTRL ) を選び、©または 4 を 
押ず。 
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4 个を押して、 「 OFF 」 を選ぶ。 
5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプ^ニューを終了します。 

ごを意 

• HDMI 端子のない機器の HDMI 機器制御機能を才 
フ（切）にしないと、接続機器の音声は本機から 
出力されません。 

• HDMI 機器制御機能を個別に 「 OFF 」 にした機 
器を選んでいるとをは、他機器のワンタッチプレ 
イやシステムオーディオコント□ール、音量制限 
機能など、本機の HDMI 機器制御機能は働きませ 
Aj 。 

ちょっと 一言 

• デジタル><ディアポートアダプターの映憬出力と 
テレビの映像入力をつないでいると走は、 
「 DMPORT . CTRL 」 を 「 OFF 」 にしてくださ 
い。 

映儘出力端子のないデジタルメディアポートアダ 
フターをつないでいるとをは、 「 DMPORT . 
CTRL 」 を 「 ON 」 にしてください。 


ブルー レイディスク 
を楽しむ 

(ワンタッチプレイ） 


つないだ機器を再生ずる。 

本機とテレビの電源び自動的に入0、 HDMI 
入力に切り誓わります。 

ごま意 

• テレビによっては、コンテンツの開始部分び出力 
されないことびあ0ます。 

ちょっと 一言 

• 本機の電源を切ってち、本機につなびれたプルー 
レイディスクのコンテンツを楽しむことびでをま 
す。このとをは、 POWER/ACTIVE 
STAND 目丫ランプびオレンジに点なします。 
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テレビの音声を本機 
の スピーカー で楽し 
む 


• システムオーディオコント□ールに対応していな 
いテレビをつないだとさは、システムオーディオ 
コント□ールは勸をません。 

ちょっと一言 

• テレビの U モコンを使って、本機の音量を調節し 
たり、消音することがでさます。 


(システムオーデイオコントロール） 

簡単な操作で、テレビの音声を本機のスピー 
カーか5聞くことびでさます。詳し<は、お 
使いのテレビの取扱説明書をご覧ください。 

(才ートジャンルセレクター) 


デジタル放送のジャンルに応じ 
て、サラウンド効果を自動的に切 
0換える 



電源 

入カボタン 


アンプ 

^ニュ- 


本機の電源を入れる。 

本機のスピーカーから音青が出ます。本機の 
電源を切ると、自動的にテレビのスピーカー 
から音声び出ます。 


視聴中のデジタル放送の番組情報 （EPG 情 
報）を取得して、番組のジャンルに応じたヴ 
ウンドフィールドに自動的に切り換えること 
びでさます（オートジャンルセレクター対応 
のテレビをお使いの場をのみ)。 

1 アンプメニューボタンを押ず。 

2 个を繰り返し}甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、©または4を 
押ず。 

3 个を繰り返し}甲して、 
「 SOUND . 円 ELDJ を選び、 
©または4を押ず。 

4 个を押して、設定を選ぶ。 

•「AUTO」 ：デジタル放ちのテレビま 
組のジャンルに応じてサウンド 
フィールドび自動的に切0替わ0ま 
す。 

•「MANUAL」 ：サウンドフィールド 
ボタンで選んだヴウンドフィールド 
で、音声を出力します。 


ごを意 

• 本機の電源を入れてから音声び出力されるまで 
に、時間がかかることびあ0まず。 


5 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 
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番組情報対応表 


番組情報 
(EPG 情報） 

オートジャンルセレ 
クターで切り曾わる 
サウンドフィールド 

ニュース/報道 

STANDARD 

スポーツ 

SPORTS 

情報/ワイドショー 

STANDARD 

ドラマ 

STANDARD 

音楽 

MUSIC 

バラエティ 

STANDARD 

映画 

MOVIE 

アニメ/特撮 

STANDARD 

ドキュ;^ンタ U — 

STANDARD 

劇場/公演 

MUSIC 

趣味/教育 

STANDARD 

福祉 

STANDARD 

その他 

STANDARD 

スポーツ ( CS ) 

SPORTS 

洋画にぶ 

MOVIE 

邦画に S ) 

MOVIE 

情報なし 

STANDARD 

ごを 意 

• 番組情報 （ EPG 情報） 

こ応じてサウンドフイー 

ルドび切り曽わるとさ、 

ます。 

音び途切れることびあり 

音■制旧機能を使ラ 


システムオーディオコント□ールび作動中 
に、音声出力びテレビから本機に切り誓わる 
と、本機の音量によっては大をな音び出るこ 
とがあります。こラしたことを防ぐために、 
本機に切り換えた後の音量を制限することび 
でをます。 


3 个を繰り返し押して 、 rvoL 
LIMIT 」 を選び、©または4を 
押ず。 

4 个 /* を押して、最大音量レベル 
を設定ずる。 

最大音量レベルは;欠のよラに変わりま 
す。 

MAX 一 49 一 48 ..... 2 一 1 一 
MIN 

5 アンプメニューボタンを押す。 

アンプメニューを終了します。 


ごミち意 

• この機能は、音声出力が本機からテレビに切り曽 
わるとをには働をません。 

ちょっと一言 

• 設定値は、通常お間をの音量よりかしかさくする 
ことをおすずめします。 

• 設定値の大ささにかかわらず、本機とリモコンの 
音量—ボタンを使って音量を調整でさます。 

• この機能を使用しない場合は、 「 MAX 」 を選択し 
て < ださい。 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰り返し}甲して 、 「SET 
HDMIJ を選び、©または4を 
押す。 


巧のぺージへつつ< 


H m お 
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リモコンの入カボタンの働を_ 

HDMI 機器制御機能びオン（入）のとさ、入 

カボタン （TV (白）、目 D 、 DVD 、 SAT ) は 

なのよラに働をます。 

• 臣 D 、 DVD 、 SAT ボタン：押すだけで、テ 
レビの入力ち自動的に切り誓わり、選んだ 
再生機器の映像をテレビで見ることがでさ 
ます。 

• TV (白）ボタン：押すだけで、テレビの 
入力が自動的に切り誓わります。ソニー製 
のテレビをつないでいる場合、簡単にテレ 
ビを見ることびでをます。 


ちょっと一 •言 

• 入カボタンを押して、つないだソニー製の機器を 
操作することびでをます。詳し<は「つないだソ 
二一製機器をリモコンで操作ずる」 （31 ページ） 
をご覧 < ださい。 


テレビと本機、再生 
機器の電源を切る 

(電源オフ連動） 

テレビの U モコンでテレビの電源を切ると、 
本機とつないだ再生機器の電源ち自動的に切 
ることがでさます。また、本機のリモコンで 
テレビの電源を切ったとさわ、本機とつない 
だ再生機器の電源を自動的に切ることびでさ 
ます。 


TV 

(オレンジ) 



AV 電源 


TV (オレンジ）ボタンを押しな 
が！5、 AV 電源ボタンを押ず。 

テレビと本機、再生機器の電源び切れます。 

ごま意 

• 状態によっては、つないだ機器の電源を切れない 
場合びあります。詳しくは、各機器の取掘説明書 
をご覧ください。 
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詳細な設定 


つないだソニー製 
機器を U モコンで 
操作する 

付属の U モコンを使って、つないだソこ一製 
の機器を操作することびでをます。 

つないだ機器によっては、操作でをないこと 
があ0ます。その場をは、つないだ機器の U 
モコンで操作してくださし、。 



* 数字ボタンの5、および0ボタン、音量+ボタ 
ンには、凸点（突起）び付いています。操作の 
目印として、お使いください。 


1 操作したい機器を登録した入 
カボタン订 V 、 BD 、 DVD 、 
SAT ) を巧ず。 

選んだ入カボタンに登録された機器が 
操作でさるよラにな0ます。 

2 1ソ下の表を参照して、ボタン 
を押ず。 


共通ずる操作 


ボタン 

機能 

圧! AV 電源 

本機の U モコンで操作びでさ 
る ソニー 製のテレビまたは 
オーディオ、ビデオの電源を 
入/切します。 

電源ボタンと田 AV 電源ボ 
タンを同時に巧して、本機と 
他の機器の電源を同時に切り 
ます（システムスタンバイ）。 

固確定 

選択を確定します。 

画数字ボタン 

チヤンネルやトラックを数字 
で選びます。 


テレビを操作するには 

オレンジ色の印刷やオレンジ色の点がついた 
ボタンは 、 TV (オレンジ）を巧したまま、 
それぞれのボタンを巧して操作してくださ 
い。 


ボタン 

機能 

回 BS 

目 S デジタル放送に切り換え 
よ 9 〇 

団 CS 

11日度 CS デジタル放送に切 
り換えます（ボタンを押すた 
びに CS 1/ CS 2 に切り替わ 
ります)。 

团 番組表 

地上デジタル放送で番組表を 
表のします 0 

固 ッール/ 
オプション 

そのとをでさる便利な機能を 
一覧表示しまず。 

丘]消音 

消音します。 


巧のぺージへつづ< 


ごないだ機巧を操作するには 


I i ¥ 雷巧鹏神 
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ボタン 

機能 

固音量 +/- 

音量を調節します。 

圓 メニユ ー / 
ホーム 

基本の操作を一覧表示しま 
す。 

回 チヤンネル 
+/- 

チャンネルを切り換えます。 

圆 戻る 

ひとつ前の表示画面に戻りま 
す。 

圆个、 ん <■、 

4、© 

矢印ボタンでゾニュー項目を 
選び、@で確定します。 

回 画面表示 

テレビ画面上に情報を表示し 
ます。 

画 数字ボタン 

チャンネルを選びます。 

12 し; LL のチャンネル番号を 
入れるとさは、 2 巧、 3 巧目 
をすばや <巧します。 

國 アナログ 

地上アナ□グ放送に切り換え 
ます。 

國 デジタル 

地上デジタル放送に切り換え 
ます。 

國 入力切換 

入力を切り換えます。 

國 シアター 

シアターボタンに対応したソ 
ニー製テレビにつないでいる 
場合、映画に適した設定を自 
動的に斤います。 

また、本機とテレビを HDMI 
接続して、 HDMI 機器制御機 
能をオン（入）にした場合、 
自動的に本磯の音声出力に切 
り換えます。 

DVD プレーヤーを操作ずるには 

ボタン 

機能 

回 メニュ ー / 
ホー 1 A 

基本の操作を一覧表示しま 
す。 

画. 吟 

録画中の番組を見ているとさ 
にジャンプで先に送ります。 

面] W 

チャプターをスキップしま 
す。 

►W 次に再生可能なチャプターに 

ジャンプします。 

圆 

再生中にディスクの早戻し/ 
早送りをします。 


ボタン 

機能 

圃 1；：：=- (再生） 
/ II 卜時 
停止、ち 5 
一度押ずと 
通常再生に 
戻る）/ ■ 
(停止） 

再生を開始/一時停止/停止 

回 和. 

現在、または録画中の番組を 
見ている間にジャンプで前に 
戻ります。 

歴] 个、ん卜、 

4、 货） 

矢印ボタンで ニュー項目を 
選び、©で確定します。 

國 BD/DVD 
トップメ 

ニユー 

トップ^ニュー/ディスクメ 
ニューを表のします。 

國 BD/DVD 
ポップアップ 

/メニュー 

ブルーレイ ディスク / DVD レコーダー 
/八 一 ドディスク レコーダーを 操作ず 
るには 

ボタン 

機能 

图 HDD 

HDD を選びます。 

团 DISC 

ディスク（ブルーレイディス 
ク /DVD) を選びます。 

回 メニユ ー / 
ホーム 

基本の操作を一覧表おしま 
す。 

画. 吟 

ジャンプで先に送ります。 

回 1 ◄◄/ ►W 

チャプターをスキップしま 
す。 

画 

再生中にディスクの早戻し/ 
早送りをします。 

圆 1;::=- 谓生） 

/ II 卜時 
停止、ち 5 
一度押ずと 
通常再生に 
戻る）/ ■ 
(停止） 

再生を開始/一時停止/停止 
します。 

回 

ジャンプで前に戻ります。 

陋个、ん卜、 

4、还） 

矢印ボタンでメニュー項目を 
選び、@で確定します。 

画クリア 

お使いの磯器のク1」アボタン 
によって働さび異な0ます。 
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ボタン 

機能 

國 BD/DVD 
トップメ 

ニユー 

トップゾニュー/ディスクメ 
ニューを表のします。 

图 BD/DVD 
ポップアップ 

/メニュー 

デジタル CS チューナー などを操作ずる 
には 

ボタン 

機能 

面 番組表 

番組表を表おします。 

回 メニュ ー / 
ホーム 

基本の操作を一覧表おしま 
す。 

歴1个、ん仁、 

ん贷 

矢印ボタンでメニュー項目を 
選び、©で確定します。 


ごま意 

• 上記の説明は基本的な操作の一例でず。つないだ 
機器によっては操作でをないか、または表とは異 
なった動作をする場合びあります。 


リモコンの入カボ 
タンに営録された 
機器を変更する 


お使いの機器にをわせて、入カボタンの設定 
を変更することがでさます。 

例：ブルーレイディスクプレーヤーを DVD 
端子につないだとを、 DVD ボタンでブルー 
レイディスクプレーヤーを操作でさるよラに 
設定します。 

U モコンの TV (白）ボタンに、テレビが 
の機器を登録することはでさません。 


入力切換- 


シアタ-贿 AVIS 

〇をひ^_ 


のの 角角 


電源 

入カボタン 


数字ボタン- 


DMruRl 

© 

卜5かこ1 ミお算プブけこ 1 -HDD DISC 

•化 - Wj レ 

曲* 

TJfH-U 
，ベ, レモ-ド 


•の。 


可嘴;唉 


で 巧 <をで 



チドノみト チがネル+ 

知)厂一)广•■り (■种 

© CE ) © 

6 © ® 


曰至— 



戰 

重 

巧 

隅 

巧 


1設定を変更したい入カボタン 
を巧し続ける。 

例： DVD ボタンを巧し続ける。 


次のページへつづ< 
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2 次の表を参照して、登録した 
い機器の数字ボタンを巧ず。 


例：数字ボタンの6を巧す。 

DVD ボタンでブルーレイディスクプ 
レーヤーを操作でさるよラになります。 


お使いの機器を BD 、 DVD 、 
ンに登録するには 

SAT ボタ 

機器 

数宇ボタン 

DVD プレーヤー 

CU モコンモード： DVD 1) 

1 

DVD レコーダー 

CU モコンモード： DVD 3) *1 

2 

CS デジタルチューナーが 

3 

地上波デジタルテレビ（地デ 
ジ）専用チューナー 

4 

プルーレイディスクプレーヤー 
CU モコンモード：目 D 1) 

6 

プルーレイディスクレコーダー 
(リモコンモード：目 D 3) *3 

7 

設定しない 

11 


*1 お買い上げ時は、 DVD ボタンに登録されていま 
す。 

ソニー製 DVD レコーダーは DVD 1 または DVD 3 
で操作でをます。詳しくは 、 DVD レコーダーの 
取扱説明書をご覧 < ださい。 

がお買い上げ時は、 SAT ボタンに登録されていま 
す。 

がお買い上げ時は、目 D ボタンに登録されていま 
す。 

巨 D 1 および巨 D 3 について詳しくは、ブルーレイ 
ディスクプレーヤーまたはブルーレイディスク 
レコーダーの取扱説明書をご覧<ださい。 

お使いの機器を TV ボタン（白）に登録 
ずるには 


做 3 口 

燃お 

数字ボタン 

テレビ* 1 

8 

テレビが 

9 

設定しない 

11 


*1 お買い上げ時は、 TV ボタン（白）に登歸されて 
います。 

TV ボタン（白）を押すと、本機の入力びテレビ 


に切り替わるととをに、テレビの入力びテレビ 
番組に切り誓わります。 

が TV ボタン（白）を巧すと、本機の入力のみ 、 TV 
に切り誓わりまず。 

リモコンに登録した設定を消去ずるには 

U モコンの音量ーボタン、電源ボタンを押し 
跡ら、 入力切換ボタンを押す。 

U モコンの設定がお買い上げ時の状態に戻り 
ます。 
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スピーカーレベルを設定ずる 


センター スピーカーと サブ ウーファーの レべ 
ルを設定することびでをます。 

設定は、すべてのサウンドフィールドに適用 
されます。 


© 



レベル 

モード 


5 スピーカーの 音を聞きなが 5、 

个を繰り返し押してお巧みの 
設定を選ぶ。 

お買い上げ時の設定： 0 ( dB ) 

-6 ( d 巨）か5 + 6 ( d 目）の範囲で1 
( d 目）単位で設定でさます。 

G レベルモードボタンを押ず。 


1 DVD などのマルチチヤンネル 
サラウンド効果び記録されたメ 
ディアを再生ずる。 

2 レベルモードボタンを押ず。 

3 个を繰り返し}甲して 、 rCNT 
LEVEL (センタースピーカー 
のレベル)」 または 「SW 
LEVEL (サブウーファーのレ 
ベル)」を選ぶ。 

4括) または4を押ず。 












アンプメニユーをお巧 
みの設定に変更する 


* 詳しくは、 r プラビアリンク"機能」に4ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

** これらの設定は 「 CTRL : HDMU び 「 ON 」 の 
とをだけ表示されます。 


アンプメニューを使ラ 

U モコンのアンプ ニューボタンを押すと、 
下記の設定びでさます。 

お買い上げ時の設定は下線の項目です。 


AMP MENU 



801 VI 、 90 M 


1 アンプメニユーボタンを押し 
て、アンプメニユーを表示ず 
る。 


2 <■/ 个 /* 一を繰り返し押して、設 

定したい項目を選ぶ。 

3 アンプメニューボタンを押し 

て、アンプメニューを終了ず 
る。 


続いて、アンプこユーの各設定について説 
明します。 


AAC (2 ヶ国語放送）を楽しむ 
(DUAL MONO ) 

AAC とは、目 S デジタル放送や地上波デジタ 
ル放送で採用されている音声方式です。 

AAC では 5.1 ch のサラウンド放送や2ヶ国語 
放送にわ対応しています。 

BS デジタル放送などの AAC 音声を聞くに 
は、テレビなどデジタルチューナー搭載機器 
側でち「光デジタル音声出力設定」などで設 
をを行ラ必要びあ0ます。デジタルチュー 
ナー搭載機器が、デジタル出力端子か5 
AAC 音声信号を出力するよラに設定してく 
ださい。詳しくは、デジタルチューナー搭載 
機器の取扱説明書をご確認<ださい。 

政上の準備び整った上で、次の操作を行って 
<ださい。 
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—アンプ 
にユ- 



アンプ メニュー ボタンを押ず。 


—アンフ 
メニュ - 


© 


L 个/んを繰り返し巧して、 

「DUAL MONO 」 を選び、 
©またはを巧ず。 

3 个を押して、設定を選ぶ。 

• MAIN (主音青）：主音青のみを再生 
します。 

• SUB 福り音靑）：副音靑のみを再生 
します。 

• MAIN + SUB (主/副）：左スピー 
力一からを音声、ちスピーカーから 
副音靑を同時に再生します。 

4 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 


1 アンプメニユーボタンを巧ず。 

L 个 M を繰り返し押して、 「 A/V 
SYNC 」 を選び、任)または4を 
押ず。 

3 个 M を押して、設定を選ぶ。 

• ON : A/V SYNC 機能を使って、音 
靑と映像のずれを調節します。 

• OFF : A/V SYNC 機能を使いませ 
ん。 

4 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 


巧のぺージへつつ< 


映像の遅れに音声を合わせる 
( A / VSYNC ) _ 

映像が音声よりも遅れている場含、この機能 
で音声を遅らせることびでさます。 


シアタ-入纖州お巧 

〇 〇 OtO 

SYSTEM STM 阳 V 
TV BD DVD SAT 

© © © © 

DM 阳 RT 

© 

トバだ力だ卜 HDD DISC 

編忌 9 當 




のンドフイ-ルド 

〇の口 

レべ J 巧-ド 


アンフタ ニユー 

° a 5)°(3 D °(3 D 

/〇 /クリア /MS 

。巧 8 示 わ'ン龄。網 

〇 



/〇 y 

ツニユ ー / 

ホーム 

チヤンネ/ト チヤンネル+ 

州)(一0 ( ■一) 

© CE ) © 
6 © 0 


I i ¥ 雷巧熙神 


S 抱 | る |© 嚳 siolo 智巧 ？®!!} || © 0 

恥" M 設詰織 


歷〇る 

ろ"© 


を I ® ©"◎ 
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ごを意 

• A / VS 丫 NC 機能を使ってち、音声と映像を完全 
に合わせることがでさない場合をあります。 

• A/V SYNC 機能は同軸入力、光入力および 
HDMI 入力の Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG 2- 
AAC 、 リニア PCM (2 ch ) に働きます。 


かさい音量でドルビーデジタルサ 
ウンドを楽しむ (AUDIO DRC) 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭 
くします。ルさな音量で映画を楽しむとさに 
便利です 。 AUDIO DRC はドルビーデジタ 
ルの音声にのみ対応しています。 


3 个を押して、設定を選ぶ。 

• MAX :信号の幅を最大限に圧縮しま 
す。 

• STD :制作をび意図したようなダイ 
ナ S ックレンジで音声を再現します。 

• OFF :信号の幅は圧縮されません。 

4 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 


シアタ- X 力孤 AVIS ^ 

〇 〇 


SYSTEM SIMMY 


© © © © 

DMPORT 

, © 

HDD DISC 

77074 JL-Vm BS CS 

°の°の°の CD 


けのドフイ-ルド 

〕 CD 

レベルモード 


° aS)°CTDD ⑩ 

/〇 /クリア お 

〇巧が 


ンフイニ： I - 

@- 


斬 



チヤン; W レー チヤンネル+ 

W ( ■一)い一) 

© CE ) @ 
6 © 0 


アンプ 

にユ- 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰り返し押して、 

「AUDIO DRC 」 を選び、贷ま 
たは ■> を押ず。 
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© 0 @ 

5 © 0 

1 アンプメニューボタンを押ず。 

2 个 M を繰り返し押して、 

「 DISPLAY 」 を選び、往)また 
は4を押ず。 

3 个 /* を押して、設定を選ぶ。 

• ON :甫時、表示窓を点なします。 

• OFF :本機を操作したときに、一定 
時間、表お窓を点灯します。 

ごま意 

•「 DISPLAY 」 で 「 OFF 」 を選んでいてち、 
消冒機能び有効になっているとさやプ□テ 
クト状態のとをは、留時、表お窓を点灯し 
ます。 


巧のぺージへつづ< 


—アンプ 
メニュ- 



アンプメニューボタンを巧 
ず。 


L 个を繰り返し巧して、 

「 DIMMERJ を選び、©また 
は*を巧ず。 

3 个を押して、設定を選ぶ。 

• ON :表示窓の明るさび暗くな0ま 
す。本機の電源を切ると、表示窓は 
暗 < なります。 

• OFF : 通常状態。 

4 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 


本な表示の明るさを調節する 


表示窓の設定ををえる 

(DIMMER) 


(DISPLAY) 


表示窓の明るさを2段階で調節することびで 
をます。 


シアタ-入加苗州巧 5® 

〇 〇 

SVSTEM 打 M 此 Y 
TV BD DVD SAT 

這)避を道) 

DMPORT 

© 

卜 " だ力だ卜 HDD DISC 

'IT* 

说巧 

° の ° の ° の CD 

巧ンドフイ-ル f 

°の°の "CBD CD 


表示窓の設定を変更することびでさます。 


シア，一入力切 a AVB * 

〇 〇 

SYSTEM なか化 ' 
TV BD DVD SAT 

這)還)逞)避 

DMPORT 

— © 
トプかこ 1 ミ带巧けけこ 1-HDD DISC 

MS 

CD 


° cnr ) °CTD ° CT 7)( 


アンプ 



酱 lo ?0ID I® © ® 

I 膠 


がぉ懲 © "◎ 
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4 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメこューを終了します。 


ス ij — プタイマーを使ラ 

音楽などを聞をなびらお休みになるとさ、設 
をした時間に本機の電源を切ることびでさま 
す。時間は10分間隔で設定することびでさ 
ます。 



3 个を押して、設定時間を選 
ぶ。 

設定時間は次のよラに切り替わります。 


OFF 一 10 M 一 20 M 

I : 

画一 80 M ..…3日 M 

4 アンプメニューボタンを押ず。 

アンプメニューを終了します。 

ごを意 

• ス U —プタイマーは本機にのみ適用されます。本 
機につないでいるテレビや他の機器には使えませ 
ん /。 


1 アンプメニユーボタンを押ず。 

2 个を繰り返し巧して、 

「 SLEEP 」 を選び、©または4 
を押ず。 
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ル音声のため、サラウンド成分び含まれてい 
ません。音声信号の種類び「日. 1 ch 」 などと 
表示されたとさは、マルチチヤンネル音声で 
すび、番組やディスクによっては、サラウン 
ド成分び少ない場合びおります。 

4サウンドフィールドの設定と入力信号によっ 
ては、サラウンド処理び働かないことびあり 
ますに3ページ)。 

スピーカーか6音が出ない、または音が小 

さし、 

-> 音量+ボタンを巧し、音量を確認する。 

■> 消音ボタン和音量+ボタンを巧して、消音機 
能を辭除する。 

•> サウンドフィールドボタンを巧して、現在の 
サウンドフィールドを確認する。 

-> 音源によってはスピーカーの音響効果び、 
はっさりと目立たない場合びあります。 

テレビの音声び映像よ0遅れる 

->「 A / VSYNC 」 び 「 ON 」 に設定されていた 
ら、「 A / VS 丫 NC 」を rOFFJ に設定する。 

つないだ機器 


どの機器を選んでち音が出ない、または音 

が小さい 

-> 本磯とそれぞれの機器び正しくつなびれてい 
るか確認する。 

-> 本磯とつないだ機器の電源びオンになってい 
るか確認する。 

選んだ機器か6音が出ない 

■> つないだ機器び、本機の音芦入力端テに正し 
<つなびれているか確認する。 

-> つないだ機器と本機のコードび、端テの奥ま 
でしっかり差し込まれているか確認する。 

-> 本磯でつないだ機器び正しく選ばれているか 
確認する。 

■> 音量び最大のとさに、ディスクをつづさ再生 
すると、音び出ないことびあります。このと 
さは、音量をルさ< してから、本機の電源を 
切り、電源を入れてください。 

: 欠のページへつづく 
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その他 


巧障かな？と思った 
6 

本機の調子びおかしいとさ、修理に出す前に 
わラー度点検して<ださい。それでわ正常に 
動作しないとをは、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□、ソニーの相談窓 □ (裏表 
紙）にお問い合わせください。 

全腹 

電源が入6ない 

4電源コードびしっかり差し込まれているか確 
認する。 

本機の表示窓に 「 PROTECTOR 」 と 
「PUSH POWER 」 が交互に表示される 

\攸 (電源）ボタンを巧して電源を切り、 
「 STAND 目丫」が消えたら 1；(下 の項目を確認 
する。 

今本磯の通風孔びふさびっていないか？ 

上記の項目を点検し、電源を入れる。それで 
ち正常に動作しないとさは、お買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□、ソニーの相談窓 □ 
(裏表紙）に問い合わせる。 

Dolby Digi ね I や DTS のマルチチャンネル 
の音声が再生されない 

今ブルーレイディスクや DVD などを再生してい 
るときは 、 Dolby Digital や DTS フォー マッ 
卜の音声を選んでいるか確認する。 

-> つないだ機器のオーディオ設定（音声出力設 
お）を確認する。 

サラウンド効果が得6れない 

今再生したい機器の入カボタン （ TV 、 DVD 、 

目 D 、 SAT 、 DMPORT ) をもう一度巧して、 
本磯に表おされる音声信号の種類を確認す 
る。音声信号の種類びに〇か」や n.ochj 
と表示されたとさは、ステレオまたはモノラ 


圓まま 





音が途切れたり、ノイズび出る 

今「本機で対応するデジタル入カフォーマット」 
を確認する （44 ページ)。 

テレビ画面に映像が出ない 

今本機でテレビび正しく選ばれているか確認す 
る。 

今テレビをビデオ入力などの該当する入カモー 
ドに設定する。 

HDMI 機器制御 

"ブラビアリンク"を使用中、次のよラな問 

題び発生した場合は、下の方法をお試し< 

ださい。 

HDMI 機器制御機能が働かない 

今 HDMI 接続を確認する （12 ページ)。 

4アンプメニューで 「 CTRL : HDMI 」 び 
「 ON 」 に設定されていることを確認する。 

-> つないだ機器び HDMI 機器制御機能に対応し 
ていることを確認する。 

-> つないだ機器の HDMI 機器制御の設定を確認 
する。お使いの機器の取扱説明書をご K < だ 
さい。 

-> HDMI 接続を変更したとさや、本機の電源 
コードを抜さ差ししたとさ、また、停電び 
あったとさは、 r ブラビア U ンク"を使ラ準 
備をする」に5ページ）の手順を再度斤って 
<ださい。 

-> HDMI 機器制御機能に対応していない機器を 
テレビにつなざ、その機器の入力をテレビで 
選んだ場合、本機び正し<動作しないことび 
おります。 

今アンプ: ニューの 「DVD CTRL」、["SAT 
CTRL 」、「 DMPORT . CTRL 」 び 「 ON 」 に 
なっているか確認する。 「 OFF 」 に設定した 
機器を選んでいる場合や、選んだ後に電源を 
切った場合は、 HDMI 機器連動機能ち一時的 
にオフ（切）になっています。 


システムオーディオコント□ール機能を 
使っているとをに、本機とテレビの両ちか 
6音が出ない 

今本磯またはテレビの音量を確認する。 

4本磯の入力び正し<選択されているかを確認 
する。 

システムオーディオコント□ール機能を 
使っているときに、本機とテレビの両ちか 
6音び出る 

今 HDMI 機器制御機能びオフ（切）のとさや、 
選んだ機器び HDMI 機器制御機能に対応して 
いないときは、本機またはテレビを消音す 
る。 

電源オフ連動機能び働かない 

今テレビの電源を切ると、つないだ機器の電源 
び自動的に切れるよラに、テレビの設定を変 
要してください。詳しくは、お使いのテレビ 
の取扱説明書をご覧<ださい。 

テレビに映像が出ない 

4本磯の HDMI 入力端子と HDMI 出力端子を逆 
につないでいないか、確認する。 

本機の入力を切り換えたときに、音声の出 
力ち法を本機のスピーカーか6テレビのス 
ピーカーに変更したといラメッセージが、 
テレビ画面に表示される 

今 HDMI 機器制御機能びオフ（切）です。詳し 
くは、 「 HDMI 端子のない機器の HDMI 機器制 
御機能をオフ（切）にする」に6ページ）を 
ご覧ください。 
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その他_ 

リモコンが機能しない 

4アクティブサブウーファーとサテライトス 
ピーカーび正し<つなびれているか確認す 
る。 

-> ヴテライトスピーカーの U モコン受光部 
(回）に向けて操作する。 

4 U モコンとリモコン受光部との間に障害物を 
置かない。 

-> 電池びちい場合は、すべての電池を新しいち 
のに取り誓える。 

-> U モコンの正しいボタンを巧しているか確認 
する。 

本磯のリモコンの入カボタン （ TV 、 BD 、 
DVD 、 SAT ) を押して、操作したい磯器を 
選ぶ （31 ページ)。 

音声の出力ち法をテレビのスピーカーか6 
本機のスピーカーに変更したときに、音量 
が下びる 

4音量制限磯能び働いています。詳しくは、 
「音量制限機能を使ラ」に9ページ）をご賣< 
ださい。 

これ 5 の処置をしてち正常に動作しないと 
きはーリセット 

本機のボタンを使って、下記の手順で操作し 
ます。 

1 l / Cl ) (電源）ボタンを押して電源を入れ 
る。 

2本機の INPUT SELECTOR ボタン、 
VOLUME - ボタン、1/む（電源）ボタン 
を同時に押す。 

表お窓に rCOLD RESET 」 と表おされ、アン 
プメニューやサウンドフィールドなどびお買い 
上げ時の状態に戻ります。 


保証書とアフター 
ヴービス 


瓶正書_ 

• この製品には保話書が添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取0 ください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切に保ちして<ださい。 

• 保罰期間は、お買い上げ曰よ01年間で 
す。 


ア フター ヴ■ビス_ 

調テが悪いときはまずチェックを 

この説明書の「故障かな？と思ったら」の項 
を参考にして、故障かどラかを点検してくだ 
さい。 

それでち具合の悪いときはサービス窓□へ 

お買い上げ店、または添付の「ソこ一ご相談 
窓□のご案内」にあるおくの ソニー サービス 
窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品は、修理の隙に交換した部品を再 
生、再利用する場をびあります。その際、交 
換した部品は回収させていただをます。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づ’いて修理させていた 
だをます。詳しくは、保証書をご覧くださ 
い。 

保証期間の経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要 
望によ0有料修理させていただをます。 


巧のぺージへつつ< 


圓まま 
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部品の保有期間について 

当社では、ステレオの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造打ち切0後8年間保有しています。この部 
品イ呆有期間を修理可能期間とさせていたださ 
ます。保有期間を経過した後ち、故障箇所に 
よっては修理可能の場合びあ0ますのでお買 
い上げちか、サービス窓口にご相談くださ 
い。 

ご相談になるとさは、次のことをお巧5せ< 
ださい。 

• 型名： HT - CT 100 
. 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げち： 


まな仕様 


本機で巧応ずるデジタル入力 
フォーマット 

本機で対応するデジタル入カフォーマットは 

1；(下のとお0です。 

フオーマット 

対応/非対応 

Dolby Digital 

O 

DTS 

o 

MPEG 2 -AAC 

o 

U ニア PCM にかい 

o 

U ニア PCM (己. 1 ch 、7.1 ch ) 
( HDMI のみ） 

* o 

Dolby Digital Plus 

X 

Dolby True HD 

X 

DTS-HD 

X 


* U ニア PCM は、48 kHzL ソ下のヴンプ U ング周波 
数に対応します。 


アンプ部 

実用最大出力 

フ□ント部5日 W + 己 0 W 、 8 Q 、 
JEITA * 

センター部** 5日 W / CH 、 8 D 、 
JEITA * 

サブウーファー部 100 W / CH 、 4 
Q 、 10日 Hz ' JEITA * 

* J 曰 TA (電子情報技術産業協会）による測定値で 
す。 

**サウンドフィールドの設定によっては出力びない 
場をびあります。 

入力端子（アナ□グ） 

TV インピーダンス： 30 kO 

入力端子（デジタル） 

TV、DVD 光 
SAT 同軸、光 
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HDM 刚 

つネクター 
ビデオ入出力 


19ピン HDMI 標準 コネクター 
巨 D 、 DVD、SAT : 

640 X 480 p 、 60 Hz 
720 X 480 p 、59.94/60 Hz 
1440 X 480 p 、59.94/6 日 Hz 
(pixel sent 2 times ) 

1280 X 72 日 p 、59.94/60 Hz 
1920 X 108日し 59.94/60 Hz 
1920 X 1080 p 、59.94/60 Hz 
720 X 日 76 p 、 日 0 Hz 
1440 X 576 p 、 己日 Hz 
(pixel sent 2 times ) 

1280 X 72 日 p 、5 日 Hz 
1920 X 108日し己 0 Hz 
1920 X 1080 p 、50 Hz 
1920 X 108日 p 、24 Hz 

] 

巨 D 、 DVD、SAT : 

リニア PCM (最大 7.1 ch)/Dolby 
Digital / DTS/AAC 


サテライトスピーカー （ SS - MCT 100) 

スピーカー システム 

バスレフ型、防磁型 （ J 曰 TA ***) 
スピーカーユニット 


仕様およびが観は、改良のため、予告なく変更する 
ことびありますび、ご了承ください。 


オーディオ入力 


最大外形寸法 


質量 


40 x 70 mm コーン型 
800 x 68 X 65 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

2 kg 


アクティブサブクーファー 
( SA - WCT 100) 

スピーカー システム 

バスレフ型 
スピーカーユニット 

160 mm コーン型 

最大が形寸法16日 X 日日 ox 360 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 10 kg 

電源 AC 100 V 、50/60 Hz 

消費電力 電気用品安全法による表示： 70 W 

アクティブスタンバイ （ HDMI 機器 
制御びオン（入）のとき）：1.己 W 
し U 上日 WUi 下 

スタンバイ （ HDMI 機器制御びオフ 
(挪のとき）：日.3 WiU 下 
*** JEITA (電子情報技術産業協会） 




待機時消費電力 0.3 W 
プ I 」ント配線板に A □ゲン系難燃剤を 
使用していません。 

フルデジタルアンフ S - Maste け客載に 
よりアンプブ〇ックの電力効率を 
8己％し U 上に改善。 

キャビネットに八□ゲン系難燃剤を使 
用していません。 


付属品 

光デジタルコード （2 .己 m )(1) 
U モコン （ RM - AAU 日 40) 〔1) 
単3乾電池 （2) 

取扱説明書（本書） C 1) 

保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


圓まま 
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用語解説 

ドルビーデジタル 

ドルビーラボラト U —ズ社の開発した音声の 
デジタル圧縮技術。 5.1 チャンネル■ヴラウ 
ンドに対応している。サラウンドチャンネル 
はステレオにな0、サブウーファーチャンネ 
ルは独立して出力される。ドルビーデジタル 
シネマ音靑方式のよラな高水準のデジタル音 
声を 5.1 チャンネルで楽しむことびでさる。 

全チャンネルが完全に分離した状態で記録さ 
れるのでチャンネル間セパレーシヨンび良 
く、すべてデジタルで受け渡しされるので冀 
化しにくいといラ特長びある。 

ドルビープ□ロジックII 

ドルビープ□□ジック II は2チャンネルソー 
スを5チャンネルで全帯域再生する。それを 
行ラのび、ソースにない音や音の色付けを加 
えることなく、才 U ジナル録音の空間的特質 
を引さ出す先進的で高音質のマト U ックスヴ 
ラウンド デコーダ である。 

AAC 

目 S デジタル放送で標準に定められたデジタ 
ル音靑方式。「アドバンスド-オーディオ- 
コーデ イング (Advanced Audio 
Coding )」 の略で、高い圧縮率で音楽 CD 並 
みの音質を実現する。 

DTS 

DTS 社の開発した音靑のデジタル圧縮技術。 
5.1 チャンネル-サラウンドに対応している。 
サラウンドチャンネルはステレオになり、ヴ 
ブウーファーチャンネルは独立して出力され 
る。高水準のデジタル音亩を 5.1 チャンネル 
で楽しむことびでさる。全チャンネルび完全 
に分離した状態で記録されるのでチャンネル 
間セパレーシヨンび良く、すべてデジタルで 
受け渡しされるので劣化しに<いといラ特長 
びある。 


HDMI (High-Definition Multimedia 
Interface) 

パソコン用ディスプレイなどで使用されてい 
る DVI (Digital Visual Interface ) 規格を 
拡張した次世代テレビ向けのデジタルイン 
ターフェース規格。映像と音声を1つのケー 
ブルで、信号がデジタルのまま、劣化するこ 
とな<伝送でをる。デジタル画像信号の暗号 
化記述を使用した著作権保護技術である 
HDCP にも対応している。 

PCM 

アナ□グ音声をデジタル音声に変換する方 
式 。 Pulse Code Modulation (パルス- 
コー ド. モジュレーション） の略で、手軽に 
デジタル音靑を楽しむことびでさる。 

S-Force PRO Front Surround 

ソニーびこれまで蓄積してさた膨大な音響 
データを解析し、独自の DSP 技術を加えて 
開発したフ□ントサラウンドの技術。音像の 
距離感、空間性をより忠実に再現することが 
可能となり、後方にスピーカーを置くことな 
く、前方のスピーカーだけでにびりのあるヴ 
ラウンドを楽しむことがでさる。 

S-Master 

ソニーが 独自に開発したデジタルアンプ技 
術。従来のアナ□グアンプに比べ、原理的に 
ゼ□ク□ス歪みが発生しない点をはじめ、高 
効率で発熱びかないため、ル型化が容易であ 
るなど、数々の特長を備えている。 

x.v.Color 

動画色空間 rxvYCC 」 国際規格に対応し、 
従来よりにい色域を再現でを、巧の色や複雑 
に変化する美しい海の色など、自然界の色を 
鮮やかに再現する。 
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索引 

あ行 

アンプメニュー36 
衛星放送チューナー 
つなぐ12、14 
お手入れ7 

さ巧 

サウンドフィールド 23 
スピーカー レベル 3 己 
ス I 」 ープ タイマー40 

た巧 

デジタルメディアポートアダプ 
夕一 

つなぐ 16 


は行 

ブルー レイディスクレ コーダー 
つなぐ12 

"プレイステーション 3" 

つなぐ12 
本機を設置する10 

S 行 

U モつン 

操作する19、31 
電池を入れる9 
登録する33 

A-Z 

AUDIO DRC 38 
A/VSYNC 37 
DIMMER 39 
DISPLAY 39 
DUAL MONO 36 
DVD レコーダー 
つなぐ12、 14 
HDMI 

つなぐ 12 
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ぶ < あるお問い合わせ、窓□受付時間などはホームページをご活用 < ださし、。 


http://www.sony.co.jp/support 


巧い方相談な口 

■ (i 巧巧設如 

フリーダイヤル 

フリーダイヤル 

0120 -333-020 

0120-222-330 

携帯電話- PHS - —部の IP 電話 

携帯電話‘ PHS ’ 一部の IP 電話 

0466-31-251 1 

0466 -31-2 己31 


※巧巧 説明書1 1」 モコン 等の属入ネ目談は 


こちらへお問い合 0 せください。 


FAX (巧巧） 0120-333-389 



上記ま号へ接続を、最巧のガイダンスび流れている間に 

r306j+r#j 

を巧してください。直接、担当窓口へおつなぎします。 
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